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概 要 版

事業仕分けの結果をお知らせします
市では、行財政運営の健全化を目的に、8 月 1 日・2 日・8 日・
9 日に事業仕分けを行いました。事業仕分けの結果と、結果
に対する市の取組内容を公表します。

問経営管理課 ☎ 36-7235

事業名 所管課 H27 年度予算額 評価結果
事業概要 委員の主な意見 市の取組内容

敬老事業 長寿介護課 984 万 1,000 円 市が実施・要改善

88 歳および 99 歳以上の高齢
者に、長寿を祝福して島田市金
券を贈呈し、高齢者福祉への
関心と理解を深める事業

▷支給対象年齢の、大幅な見直しが
必要。
▷金券に限らず、精神的な満足度の高
い贈り物を検討すること。

▶対象者の絞り込みや事業費の上限
設定により、経費を削減していく。
▶高齢者の意見を聞いて、贈り物を
再検討する。

フッ素応用等歯科保健普及事業 健康づくり課 374 万 5,000 円 市が実施・要改善

フッ素の塗布および洗口によ
る虫歯予防を実施するほか、
歯科健康教育を行う事業

▷効果があるのであれば、フッ素洗口
を全小学校で実施すべき。

▶全小学校で実施する場合の課題を
確認し、課題解決に向け、教育委員
会や学校現場と協議していく。

島田市社会福祉協議会補助金 福祉課 7,300 万円 市が実施・要改善

社会福祉協議会に補助金を交
付し、地域福祉事業の推進や
ボランティア活動の強化・推進
等を行う事業

▷補助金は、ほぼ人件費に相当してい
る。内容を精査し、補助率を下げるな
ど検討すること。
▷市職員退職者が代々事務局長に就
いていることについて見直すこと。
▷専門職を束ねることのできる経営
能力の高い人材の育成・確保に努め
ること。

▶地域福祉事業の内容および必要性
を見直す中で、補助金の額を精査し
ていく。
▶民間も含めた広い分野からの人材
確保・育成に努める。

【事業仕分けの概要】
　島田市事業仕分け委員会は、「事業仕分け」をプ
ラザおおるりと金谷公民館みんくるで公開実施しまし
た。昨年度に続き2回目の実施となった仕分けは、
市の事業を、その実効性や必要性などの観点から分
類整理し、健全な行財政運営を図ることを目的として
います。同委員会は、有識者・企業経営者・税理士・
行政実務経験者・公募市民の12人で構成され、2班
に分かれ4日間で21事業について議論しました。

【対象事業の選定】
　市が実施している約1,000 事業のうち、総合計画
後期基本計画の第 4章（健康・福祉）、第5章（環境）、
第 6章（教育）、第 7章（協働のまちづくり）に該当
する事業の中から、事業仕分け委員会が21事業を
選定しました。

【事業仕分けの結果】
　事業の評価は、次の 5 段階で行いました。①不要 
②民間・ＮＰＯ・地域団体が実施 ③国・県が実施 ④
市が実施、但

た だ

し改善が必要 ⑤現行のまま市が実施。
結果は、すべての事業が④でした。主な事業の評価
と市の取り組みは、表のとおりです。
　市では、この仕分け結果を参考に、行財政運営の
さらなる健全化を進めていきます。
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全ての事業についての詳細は、市ホームページや市
役所・支所の情報公開コーナーでご覧いただけます。

:http://www.city.shimada.shizuoka.jp/gyosei/
zigyousiwake.html

合宿誘致促進経費 観光課 723 万 1,000 円 市が実施・要改善

市内でスポーツ・文化合宿を実
施する市外団体に補助金を交
付し、交流人口の増加および
地域経済の活性化を図る事業

▷合宿参加者が、観光や市民交流を、
もっとできるよう工夫すること。
▷１年を通じて利用してもらえる競技
の団体や、お茶以外の文化分野への
誘致活動にも取り組むこと。

▶一般的な合宿では市民交流をお願
いし、市民からも働き掛けができる
よう情報発信を強化する。
▶宿泊者が減少する時期の合宿誘致
活動を行う。

都市提携・交流事業 地域づくり課 478 万 8,000 円 市が実施・要改善

国内外の地域との交流促進に
より、国際感覚を持つ人材の
育成や市民レベルの交流活動
を進展させる事業

▷市が関与する必要性について、十分
に考えた上で、草の根レベルの人材育
成に努めてほしい。
▷市と国際交流協会が担当する部分の
仕分けが必要。協会の自立を促す方
向で見直しをすべき。

▶協会が実施する友好都市・姉妹都
市との交流事業などを支援し、国際
感覚を持つ人材の育成や市民レベル
の交流活動の進展につなげていく。
▶協会の組織の在り方について、検
討・協議していく。

資源化促進事業 環境課 1,311 万 5,000 円 市が実施・要改善

資源回収に取り組む町内会等
への奨励金交付や、生ごみ処
理容器購入の補助金交付等に
より古紙類等を再資源化する
事業

▷キエーロ（土中の微生物による生ご
み分解）の普及など、ごみ減量に取り
組む団体が積み上げた経験や情報の
発信を支援すること。
▷コンポスト、生ごみ処理機に対する
補助金を廃止すること。
▷雑紙回収について他市の状況を研究
し、効果的な回収方法を検討すること。

▶広報紙やホームページを活用し、
キエーロの積極的な周知に努める。
▶生ごみ処理容器等購入費補助金を
見直し、キエーロを補助対象とするよ
う検討していく。
▶雑紙の集団回収と行政回収の手法
について検討する。

家庭動物飼育指導事業 環境課 922 万 9,000 円 市が実施・要改善

狂犬病予防集合注射や飼い猫
の去勢・避妊手術に対する補
助等を行う事業

▷飼い猫の去勢・避妊手術は飼い主
の責任とし、補助金は廃止すること。
▷ＴＮＲ事業（飼い主のいない猫の不
妊去勢手術等業務委託事業）を推進
すること。

▶飼い主の責任を明確にし、飼い猫
適正飼育補助金は段階的に縮小す
る。
▶ＴＮＲ事業について、より積極的な
啓発に努める。

楽習センター施設管理運営経費 社会教育課 1,975 万 8,000 円 市が実施・要改善

楽習センターを安全かつ快適
に利用できるよう、円滑な管
理運営を行うための経費

▷施設の賃借料が高い。事業費をソフ
ト事業に回す方が効果的なので検討す
ること。
▷他の施設で代用できるものはないか
検討すること。

▶賃貸借契約額の妥当性を確認し、
契約満了後の施設の在り方について
検討していく。
▶遊休施設や地区の公会堂・集会場
などで講座の実施を検討していく。

学校給食運営経費 学校給食課 6 億 2,111 万 2,000 円 市が実施・要改善

学校給食の提供や地産地消・
食育の推進をするための経費

▷民間委託に切り替えて、人件費など
のコスト削減に努めること。
▷学校給食会から脱退し、不要なコス
トを抑えて給食費を安くする努力をす
ること。

▶民間委託についての課題を抽出し、
具体的な時期を決定していく。
▶学校給食の主食等を安定的に供給
できる事業所が他にないか、情報収
集を行う。


